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カーテンの色と遮光効果

　阿部栄子（徳島大）
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［目的］　カーテンは外光や寒暖の調節，視線や騒音の遮断，室内装飾，および部屋の間仕

切りとして広く用いられている。近年，遮光を目的としたものなどを初めとして，カラフル
なデザイン的にも優れたさまざまなものが市販されている。そこで本研究では，カーテンの

色，窓枠の大きさによって，どの程度カーテンを透過した光の照度が変化するのかについて
基礎的データを得るため，モデル実験装置を試作し検討を行った。

［方法］　光源には，蛍光灯（30W 昼光色直管24本）を使用し, 1×1cm, 5×5cm,10×10cm,

30×30cmおよび50×50cmの５段階の正方形窓枠を準備した。カーテンとして，綿100％の平
織り帆布（白，黄，灰，赤，緑，黒）6色を用いた。そして，それぞれの色カーテンを透過

した際の光について，窓枠部分に取りつけたカーテンからの距離を変化させて照度を計測し
た。

　［結果］　①　色カーテンの明度と透過した光の照度との関係は，窓枠からの距離にかかわ

らず，ほぼ直線関係が成立する。つまり, logYはlogXに比例し，照度（Ｙ）は明度（Ｘ
‘）に比例する。このことは，窓枠の大きさが変化しても成立する。②　窓枠の大きさと照
度との関係については，ある面における照度（Ｅ）は，光源の強さ（Ｓ）に比例し，光源か

らの距離（ｔ）の二乗に反比例することがわかった。

２Mp-2 単色布の色彩イメージと着装評価について

　　　　　　　　長山芳子　○占部沙知　（福岡教育大学）

　【目的】被服を選択する時は、眺めるだけでなく身体にあてたり着用して、着装イメージ

や似合うかどうかを判断している。本研究では、単色の色彩感・嗜好・着装選択について、

布のみを見た場合と着装した場合の相違を、色本目やトーンとの関連で検討した。

　【方法】試料布はカラーブロード、色相は修正マンセル10色相・ピンク・茶、トーンは

pale(p)・light (It)・ｖiｖid(ｖ)・dark(dk)の4種類、無彩色5種類を加え、計38色とした。

布は、無彩色→黄→緑、青→紫、赤→無彩色の3グループに分けて、ランダムに提示した。

調査Ｉ(布提示)：単色布(ﾀﾃ25×ﾖｺ33cm、灰色台紙に1枚ずつ添付)を見て、12項目をSD法

5段階評定させた。調査n (着装)：単色布(ﾀﾃ50×ﾖｺ60cm)を1枚ずつ胸に掛け、鏡の自分

について10項目をSD法5段階評定させた。被験者に服色の影響を避けるため灰色長袖エプ

ロン(N7)を着用させた。被験者は大学生男女45名、調査は1999年7～9月午前中に教室及び

実験室(北窓)で実施した。単純集計、因子分析などにより解析した。

　【結果】ｖトーンの布提示では好きな色と似合う色の評定は青が高く、紫は低い。着装で

は青と赤の評定が高かった。青は布提示の方が着装より好まれ､紫は着装の方が高かった。

布提示では｢活動性｣が優先して評価され、着装では｢嗜好｣が優先される傾向であった。

トーン別ではdkトーンが好まれる傾向にあった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　199


